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知恩院周辺エリア
～知恩院門前（古門前・新門前通）
神宮道（高台寺・円山公園・八坂神社
青蓮院）・将軍塚～
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神宮道

視点場（境内）

視点場（参道等）

特に着目する通り

エリアの主な通り(白線)

知恩院

知恩院は、平安末期に法然が造営したことに
始まる。以降、浄土宗総本山として室町・戦国
期を通して幾度の戦火を経て、朝廷・武家等
の崇拝・保護を得、繁栄を誇ってきた。今日の
寺観を整えるのは江戸時代以降である。1)

境内からは、境内の伽藍越しに市街地を望
むことができる。

三門

神宮道沿いには、青蓮院・高台寺・八坂神社等の大規模な寺院が集積し、連続感のある和風塀と道
路沿いのクスノキ等の樹木と、東山、円山公園の緑地が広がる、特徴的な景観が見られる。

八坂神社青蓮院 円山公園青蓮院周辺の眺め

白川・新橋通・白川南通

江戸時代までは白川が岡崎一帯を潤し、園池や畑
作、あるいは手工業にその水が利用され5、現在も川
沿いの道と一体的な景観を形成している。
祇園新橋通・白川南通も白川と一帯となった景観を
形成しており、今日なお、お茶屋街としての独特の景
観を維持し、歴史的町並みの保存・修景がはかられて
いる。

知恩院古門前 新橋・南白川通

⚫ 知恩院、青蓮院、八坂神社等の歴史的建造物などを含む円山
公園及び八坂神社一帯では、青蓮院や知恩院、八坂神社及び
円山公園などの変化に富む要素と東山山麓の自然とが組み合
わされて、京都の代表的景勝地を作っている。これを取り巻
く形で、神宮道を初め、蹴上から粟田・華頂などの地区や三
条通周辺などの散策道沿いでは趣のある沿道景観が形成され
ている。

⚫ 円山公園及び八坂神社の一帯は、古い時代から山麓側の社
寺・公園区域、その眼下には祇園の市街地が迫っていたが、
現在では、建物の高さや形態は大きく変化し、とりわけ急傾
斜の山地の裾野に広がっている帯状の緩傾斜地においてこの
ことが著しい。

⚫ 東山連峰を構成する山並みの量感のある緑が保全されている。

エリア概要

知恩院門前

知恩院前の知恩院道と華頂通には、幼稚
園から大学までが備わった華頂学園があり2) 、
また、かつての境内地であったこともあり、塔
頭が多く見られる。
東大路通より西に行くと、東西に古門前通
と新門前通の２本の道路が通じ、それに沿っ
て町並みがある。古門前通の開発は寛永年
間、新門前通の開発は寛永５年（1665）と伝
えられる。3) 骨董品店や古美術商が多く並
んでいたといわれ、現在もその面影を残す。
4)

新門前通

古門前通

華頂通
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白
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三条街道

新門前通

新橋通

平安神宮参照

古門前通

華頂通

粟田神社

青蓮院

八坂神社
円山公園

大谷祖廟 将軍塚

高台寺

霊山護国神社

建仁寺参照 清水寺参照

エリアの概要
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三条街道

都から東へ向かう官道（東海道・東山道・北陸道）が粟田口を通過して山科盆地に抜
ける道として設定されたことは、岡崎に大きな影響を与え、流通・往来の中心に接する
地域としての性格を帯びることになった。6)

江戸時代のごく初期から町並みがあり、東海道の終点ということで旅人相手の旅籠屋
が多く、旅館街を形成していた。7)

現在は、琵琶湖疏水に関連する施設が多く立地し、景観の特徴となっている。

インクライン 蹴上発電所

新橋・新橋通

新橋は、新橋通にある白川に架かる橋であり、1762年刊「京町鑑」に、位置が示さ
れているという。新橋通の造成とともに架橋されたと考えられている。11)

今日なお、お茶屋街としての独特の景観を維持し、歴史的町並みの保存・修景がは
かられている。

辰巳大明神 新橋 新橋通

華頂通

知恩院門前

ここには東西に古門前通と新門前通の２本の道路が通じ、それに沿って町並みがある。
古門前通の開発は寛永年間と伝えるが、一説には慶長８年（1603）の知恩院再建の時
ともいう。新門前通の開発は寛永５年（1665）。この時に古門前通の町とあわせ、知
恩院門前町が完成した。8)

これらは古美術の通りとして知られ、明治中期頃に、三条通周辺や円山公園に外国人
観光客向けのホテルが登場したのがきっかけであるという。9)

知恩院前の知恩院道と華頂通には、幼稚園から大学までが備わった華頂学園があり
10) 、また、かつての境内地であったこともあり、塔頭が多く見られる。

新門前通 古門前通

【凡例】

視点場（境内）

視点場（参道等）

近景デザイン保全区域

建造物・庭園

景観重要建造物・歴史的風致形成建造物

歴史的意匠建造物

界わい景観建造物

京を彩る建物や庭園

文化財（建築物）

文化財（史跡・名称）

国土地理院社寺データ等 ※

樹木

天然記念物

保存樹・区民の誇りの木

※ 国土地理院の数値地図2、500に掲載の社寺データと、平成15・16年発行のゼンリン住宅地図の1、000m2以上の社寺データ

明治25年以前から
存在する市街地

特に着目する通り

界わい景観整備地区

歴史的景観保全修景地区

※ 詳しい地図情報は、京都市景観情報共有システムをご確認ください。
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三条街道

知恩院八坂神社

（祇園社）

長楽寺

新橋通

新門前通

古門前通

エリアの土地利用の変遷 （１）
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明治2年（1869年）（上地政策による境内地減少前）

古代・中世を通じて、この地域を象徴する建造物であり、また信仰の対象となったものに祇園
社・知恩院があげられる。

① 祇園社・知恩院
祇園社は創建以来、この地区の鎮守として崇敬を集め、各時代を通じて大きな影響をもたらし
た。
知恩院は、平安末期に法然が造営したことに始まる。以降、浄土宗総本山として室町・戦国期
を通して幾度の戦火を経て、朝廷・武家等の崇拝・保護を得、繁栄を誇ってきた。天正元年
（1573）には織田信長の本陣ともなったが、今日の寺観を整えるのは江戸時代以降で、慶長８
年（1603）に徳川家康の浄土宗保護政策にもとづき、大規模な寺域の拡大と堂舎の建設・寺領
の寄進が行われたことを端緒とする。
そのほか当区域内には以上述べてきた寺社に隣接して、長楽寺や安養寺が設けられた。12)

② 知恩院門前
ここには東西に古門前通と新門前通の２本の道路が通じ、それに沿って町並みがあるが、最初
に古門前通、次に新門前通と二度にわたり開発された。古門前通の開発は寛永年間と伝えるが、
一説には慶長８年（1603）の知恩院再建の時ともいう。新門前通の開発は寛永５年（1665）。
この時に古門前通の町とあわせ、知恩院門前町が完成した。いずれも知恩院の所領であるが松
原町のみは延宝６年（1678）以降、その一部が祇園社（八坂神社）領に編入された。これは知
恩院が山門に通じる道筋を祇園社領北林の中に設けたので、その替え地として与えられたもの
である。13)

③ 新橋・新橋通
新橋は、新橋通にあり白川に架かる。1762年刊「京町鑑」に、位置が示されているという。新
橋通の造成とともに架橋されたと考えられている。14)

この道筋には祇園内六町を形成しており、祇園内六町の称呼は明治に廃された。15)

④ 三条街道
都から東へ向かう官道（東海道・東山道・北陸道）が粟田口を通過して山科盆地に抜ける道と
して設定されたことは、岡崎に大きな影響を与え、流通・往来の中心に接する地域としての性
格を帯びることになった。16)

江戸時代のごく初期から町並みがあり、東海道の終点ということで旅人相手の旅籠屋が多く、
旅館街を形成していた。17)

⑤ 白川
江戸時代までは白川がこの地を潤し、園池や畑作、あるいは手工業にその水が利用された。18)

Ｎ

白
川

5

1

2

3

4

京町御絵図（明治２年）



知
恩
院
周
辺
エ
リ
ア

白
川

円山公園

4

白
川

円山公園

明治25年（1892年） 大正11年（1922年）

エリアの土地利用の変遷 （２）

⑥ 知恩院境内
明治現在門前にある塔頭も含めて、広く境内であった。現在も一体的な景観を形成している。

⑦ 円山公園
明治１９年、維新後の神仏分離によって取り壊された祇園感神院の坊舎の跡地、円山一帯の社
寺境内地、安養寺の地などを公園に指定。円山安養寺にちなんで円山公園と命名した。19)

三条街道

近景デザイン保全区域

特に着目する通り

明治16－18年時点の境外地

明治16－18年時点の境内地 視点場（境内）

7

6

8

⑧ 円山公園
明治22年に京都市制施行とともに市へ移管、大拡張整備・改修を行い、大正３年に完成した。20)

⑨ 神宮道
明治28年（1895）に開催された平安遷都千百年記念祭及び第４回内国勧業博覧会の後、明治32年
（1899）12月に応天門前の冷泉通から疏水慶流橋までの間の市有地が風致保存のために官有地と
なり、平安神宮参道として、慶流橋と応天門を結ぶ、神宮道が通された。21)

⑩ 知恩院学校施設
明治44年には私立華頂女学校が開校した。現在、知恩院門前には、華頂学園として、幼稚園から
大学までが備わっている。22)

⑪ 新門前通・古門前通
明治中期頃に、三条通周辺や円山公園に外国人観光客向けのホテルが登場したのがきっかけで23)

これらの通りは古美術の通りとして知られたという。

11

10

9

資料：仮製地形図(明治中期)（国土地理院所蔵）
画像：立命館大学アート・リサーチセンター

資料：京都市都市計画基本図(大正11年)
（京都大学文学研究科所蔵）

画像：立命館大学アート・リサーチセンター
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知恩院

円山公園の北、華頂山麓に位置し、北に青蓮院がある。七万三千坪の境内に多くの堂塔伽
藍を有する洛東の巨刹。知恩教院大谷寺と号する。浄土宗総本山。全国に七千余の末寺をも
つ。浄土宗の開祖法然房源空の死没の地にあたり、本堂（御影堂）に法然の御影を安置する。
法然は長承2年（1133）美作国久米郡南条の稲岡庄で、久米郡押領使漆間時国の子として

生れた。15歳で比叡山に登り、西塔北谷の持房源光の下で天台学を学び、さらに黒谷慈眼房
叡空の庵室に入って諸宗の章疏を歩猟した。承安5年（1175）唐の浄土教の祖善導の「観経
疏」によって称名念仏による悟りを開き、従来の天台念仏と決別して比叡山を降り、「つゐ
に四明の厳洞をいてゝ、西山の広谷といふところに居をしめ」た（法然上人絵伝）。粟生の
光明寺（現京都府長岡京市）がその遺跡にあたる。その後、東山大谷の吉水に移り住んだが
（同絵伝）、これが現在の知恩院の地である。24)

知恩院境内の歴史的資産と守っていきたい眺め（１）

5

国宝 三門 260 本堂（御影堂） 261

国指定重要

文化財

勢至堂 258 経蔵 259 大方丈 262

小方丈 263 集會堂 264 大庫裏 265

小庫裏 266 唐門 267 大鐘楼 268

府指定

文化財

御廟堂 529 御廟唐門 530 御廟拝殿 531

鎮守堂 532 四脚門 533 南門 534

黒門 535 総門 567

国指定名勝 方丈庭園 369

■ 文化財

【凡例】

視点場（境内）

視点場（参道等）

近景デザイン保全区域

建造物・庭園

景観重要建造物・歴史的風致形成建造物

歴史的意匠建造物

界わい景観建造物

京を彩る建物や庭園

文化財（建築物）

文化財（史跡・名称）

国土地理院社寺データ等 ※

樹木

天然記念物

保存樹・区民の誇りの木

※ 国土地理院の数値地図2、500に掲載の社寺データと、平成15・16年発行のゼンリン住宅地図の1、000m2以上の社寺データ

Ｋ532

※ 詳しい地図情報は、京都市景観情報共有システムをご参照ください。

530
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知恩院境内の歴史的資産と守りたい眺め（２）

6

方丈庭園

鎮守堂※

南門※四脚門※ 黒門※

御廟拝殿※御廟堂※

総門※

［国宝］

三門※ 本堂（御影堂）※

集會堂※

経蔵※

唐門※

大鐘楼※

大庫裏※

大方丈※勢至堂※

小庫裏※

小方丈※

［国宝］

［国指定重要文化財］

［府指定重要文化財］

［国指定名勝］

※：（画像）京都府地図情報統合型地理情報システム（GIS）

御廟唐門

http://g-kyoto.gis.pref.kyoto.lg.jp/g-kyoto/photo/photoimage.asp?fid=729-2234&pim=0&pid=19423
http://g-kyoto.gis.pref.kyoto.lg.jp/g-kyoto/photo/photoimage.asp?fid=762-2234&pim=0&pid=19456
http://g-kyoto.gis.pref.kyoto.lg.jp/g-kyoto/photo/photoimage.asp?fid=381-2234&pim=0&pid=19103
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知恩院周辺の歴史的資産（1）

■ 八坂神社

四条通の東端に位置し、背後は円山公園。東大路通に面する西側に朱塗の西楼門があるが、
正面は南の下河原通に開かれた南楼門で、本殿も南面する。境内には本殿・拝殿を龍芯に多く
の摂社・末社がある。旧官幣大社。平安時代には22社の一つで、近代以前は祇園感神院、ま
た祇園社と称し、明治維新に伴う神仏分離後、現社名となる。祭神は素戔嗚（旧牛頭天皇）25)

本殿※１
国宝

末社 蛭子社社殿※１
重文

石鳥居※１
重文

楼門※１
重文

■ 知恩院 塔頭

資産の説明。

表門※１
重文

鎮守堂※１
府指定

本堂※１
重文

良正院

■ 青蓮院

華頂山麓に位置し、知恩院に北隣する。西側粟田門前通
に面して石垣が積まれ、寺域は台地上にある。宸殿を中心
に書院・小御所など大小の建物が建ち並び、方形の本堂
（熾盛光堂）は寺地の南端に位置する。山号はない。天台
宗。梶井門跡・妙法院門跡と並ぶ天台山門跡の一つ。本尊
は熾盛光如来。かつては十楽院とも号し、俗に粟田口御所
とも呼ばれる。26)

旧仮御所※１
国指定史跡

[国宝（本殿）、重要文化財（石鳥居、楼門、末社蛭子社社殿等）]

[国指定史跡(旧仮御所）]

■ 将軍塚

東山区円山公園の東方、花頂山上にある円墳。径七間余、高さ
一間余。延暦13年（794）桓武天皇が平安遷都に際し、王城鎮護
のため長さ八尺の土偶を作り、鉄の甲冑を着せ、弓矢をもたせて
埋めたと伝える。天下に異変があれば必ず鳴動して予兆を示すと
され、「保元物語」はじめ種々の文献に記事がみえる。明治38年
に整備し現状となる。右京区高山寺に縁起を記した将軍塚絵巻一
巻がある。なお「京羽二重織留」は所在地を東山区泉涌寺の山上
とし、花頂山の塚は花山院の陵とする。27)

7

※1：（画像）京都府地図情報統合型地理情報システム（GIS）
※2：（写真提供）京都市観光協会・ヨコヤマ写真事務所

※２

●将軍塚

152

158

● 将軍塚

●円山公園
●長楽館

【凡例】

視点場（境内）

視点場（参道等）

近景デザイン保全区域

建造物・庭園

景観重要建造物・歴史的風致形成建造物

歴史的意匠建造物

界わい景観建造物

京を彩る建物や庭園

文化財（建築物）

文化財（史跡・名称）

国土地理院社寺データ等 ※

樹木

天然記念物

保存樹・区民の誇りの木

※ 国土地理院の数値地図2、500に掲載の社寺データと、平成15・16年発行のゼンリン住宅地図の1、000m2以上の社寺データ

明治25年以前から
存在する市街地

特に着目する通り

界わい景観整備地区

歴史的景観保全修景地区

※ 詳しい地図情報は、京都市景観情報共有システムをご確認ください。

東山A20

▼
146

R102
R103

77

42

45

41

404

http://g-kyoto.gis.pref.kyoto.lg.jp/g-kyoto/photo/photoimage.asp?fid=361-2234&pim=0&pid=19081
http://g-kyoto.gis.pref.kyoto.lg.jp/g-kyoto/photo/photoimage.asp?fid=484-2234&pim=0&pid=19201
http://g-kyoto.gis.pref.kyoto.lg.jp/g-kyoto/photo/photoimage.asp?fid=734-2234&pim=0&pid=19428
http://g-kyoto.gis.pref.kyoto.lg.jp/g-kyoto/photo/photoimage.asp?fid=1787-2234&pim=0&pid=19826
http://g-kyoto.gis.pref.kyoto.lg.jp/g-kyoto/photo/photoimage.asp?fid=1086-2234&pim=0&pid=19738
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知恩院周辺の歴史的資産（2）

■ 円山公園

東山区円山町・祇園町・鷲尾町にまたがる公園。面積86、641平方メートル。明治6年1月、
政府は太政官布告を出し各地方に公園を設けるように明治、京都では同19年、維新後の神仏
分離によって取り壊された祇園感神院の坊舎の跡地、円山一帯の社寺境内地（祇園の三院三
坊の寺領）、安養寺六坊の地などを公演地に指定。円山安養寺にちなんで円山公園と命名。
同22年京都市制施行とともに市へ移管、大拡張整備を行い、大正3年に完成した。昭和3年に
屋外音楽堂を建設、同6年には文化財保護法により名勝地となり、42年古都保存法特別保存
地区に指定。庭園の池泉・枝垂桜は有名。29)

国指定名勝 ※

■ 高台寺

霊山の山麓、真葛ヶ原の南、八坂法観寺の北東に位置する。表門は境内南西にあって下川
原町通に面し、庫裏・仏殿・開山堂・霊屋・傘亭・時雨亭などが東面して山寄りにつらなる。
庭園は国指定史跡・名勝。山号は鷲峯山。臨済宗建仁寺派。本尊釈迦如来。豊臣秀吉の夫人
北政所高台院湖月尼の開創、京都建仁寺三江を中興とする。28)

国指定観月台※
重文

傘亭（安閑窟） ※
重文

霊屋※
重文

開山堂※
重文

表門※
重文

時雨亭※
重文

[重要文化財(開山堂等）、国指定史跡及び名勝（庭園）]

[国指定名勝］

■ 景観上重要な建築物、庭園等

並河靖之七宝記念館

◆R102 ▼45▼22

（指定理由）
伝統的な京町家の外観意匠を良好に保持しており、白川周辺の

景観の形成に重要である。
有線七宝記念館として、七宝の芸術を伝える施設であり、京町

家の歴史的意匠とともに現代に継承する重要な建造物である。伝
統と進取の気風の地としての歴史的風致を形成している。

[国登録文化財、景観重要建造物・歴史的風致形成建造物、歴史的意匠建造物]

三味洪庵

▼45

（指定理由）
昭和初期の商家としての歴史と暮らしの場である京町家の伝統

を歴史的意匠により現代に継承する、重要な建造物であり、もの
づくり・商い・もてなしのまち京都、及び暮らしに息づくハレと
ケのまち京都としての歴史的風致を形成している。

[歴史的風致形成建造物]

並河邸北棟

◆R103

[歴史的意匠建造物]

※：（画像）京都府地図情報統合型地理情報システム（GIS）

西川家住宅

国登録

（指定理由）
京都の近代化を牽引した岡崎の地における、商家の居宅として、
また客をもてなす空間として建築され、今なお、その文化を歴史
的意匠とともに現代に継承する、重要な建造物である。伝統と進
取の気風の地京都の、歴史的風致を形成している。

[国登録有形文化財（主屋・土蔵）・歴史的風致形成建造物]

▼42 ※

大野邸

▼77 ■261

昭和１３年に岡崎において建築された建造物である。和風邸宅が
立ち並ぶ一角に位置する。
（指定理由）
京都の郊外住宅地において、昭和の始め頃、ほぼ同時期に建築さ
れたと見られる近代和風住宅が建ち並ぶ一角にあって、今なお往
時の姿を歴史的意匠により、現代に継承する重要な建造物である。

[歴史的風致形成建造物、京都を彩る建物や庭園]

得浄明院

▼146

（指定理由）
善光寺大本願の京都別院として誓圓尼の発願により創建された

尼門跡寺院であり、本堂の戒壇廻りは、長野の善光寺に倣ってお
り、当時の善光寺信仰を今に伝える。

[歴史的風致形成建造物]

http://g-kyoto.gis.pref.kyoto.lg.jp/g-kyoto/photo/photoimage.asp?fid=1072-2234&pim=0&pid=19729
http://g-kyoto.gis.pref.kyoto.lg.jp/g-kyoto/photo/photoimage.asp?fid=2040-2234&pim=0&pid=20183
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知恩院周辺のその他の歴史的資産（1）

いもぼう平野家 本家

八坂神社のすぐ近くの東北に位置。
数寄屋風の日本建築で、敷地内から屋
根を突き抜ける「椋（樹齢約200
年）」の大木の大きな枝が建家全体を
覆っている。

[京都を彩る建物や庭園]

いもぼう平野家 本店

江戸時代から代々暖簾を受け継ぐ料
理店。外回りは黒文字垣、二階は虫籠
窓、壁は聚楽となっており、昔ながら
の雰囲気を多くの方が好まれている。

[京都を彩る建物や庭園]

オダ薬局

寛政８年（1796）開業の薬局。建物
は典型的な町家形式を残し、奥の光天
井がある吹き抜けは、光と影がつくり
だす幻想的な空間を作っている。

[京都を彩る建物や庭園]

小町家

京漬物屋兼住居だった築100年の町
家を改修した貸し町家。土間、通り庭、
虫籠窓、格子戸、坪庭など美しい京町
家の意匠が詰まっている。

[京都を彩る建物や庭園]

阪本商店

古川町商店街の中央部に位置し、ガ
ラス張りの明るさと格子などの和の雰
囲気を活かした店構えとなっている。
虫籠窓も残る歴史のある建物。

[京都を彩る建物や庭園]

青山家

元々精米業を営む。母屋と連続した
作業所には水車と疎水から水を引き込
んだ形跡がある。白川沿いの板塀の外
観は写真撮影の場となっている。

[京都を彩る建物や庭園]

長楽館

明治42年（1909）に、日本の煙草
王・村井吉兵衛がヨーロッパや中国の
様々な建築様式を組み込んだ別荘とし
て建築。往時の香りが残る雰囲気の中、
現在はカフェ＆レストラン。

[市指定文化財、京都を彩る建物や庭園]

「たばこ王」と称された明治時代の実業家村井吉兵衞が建てた別荘。煉瓦造の３階建て
の屋根は寄棟造の天然スレート葺きで、正面にイオニア式の玄関ポーチを持つ。内部の
凝った意匠に見るべきところがあり、規模も大きく、明治時代後期における和洋折衷の住
宅建築の代表例である。

■ 文化財(建築物）、史跡・名勝 等

■35

■36

■37

■40

■93

■44

■41

井口家

昭和元年（１９２６）、京都パラダ
イス跡の分譲地に建てられた洋館の住
宅。この地域には珍しい洋館で、現在
も素敵な姿を見せている。

[京都を彩る建物や庭園]

■404
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知恩院周辺のその他の歴史的資産（2）

［国指定重要文化財］

安養寺宝塔※
重文

［国登録文化財］

大雲院書院
（旧大倉家京都別邸） ※

国登録

祇園閣※
国登録

パピリオンコート
（旧山中合名会社美術館）

和館※
国登録

パピリオンコート
(旧山中合名会社美術館)

洋館※
国登録

旧並靖之邸 主屋※
国登録

旧並靖之邸 窯塚※
国登録

［市指定・登録文化財］

尊勝院本堂
市指定 粟田神社本殿、弊殿（棟札2

枚・棟札写し2枚）・拝殿

［国指定名勝］

旧円徳院庭園
国指定

並河家庭園
市指定

下里家住宅
市登録

名称 天然記念物 保存樹 区民の誇りの木

カツラ：蹴上浄水場 左京A16

ツバキ：粟田神社 東山A05

クスノキ：青蓮院 ▲18 東山A06

ムクノキ：蓮月茶屋 東山A08

モモ：先求院 東山A09

ムクロジ：知恩院参道 ▲6 東山A10

クスノキ：八坂神社 東山A12

ヒマラヤスギ：長楽館 東山A20

ヒロハノナンヨウスギ：長楽館 東山A21

クスノキ：高台寺 東山B02

ツブラジイ：高台寺 東山B03

■樹木等

［市指定名勝］

※：（画像）京都府地図情報統合型地理情報システム（GIS）

http://g-kyoto.gis.pref.kyoto.lg.jp/g-kyoto/photo/photoimage.asp?fid=383-2234&pim=0&pid=19105
http://g-kyoto.gis.pref.kyoto.lg.jp/g-kyoto/photo/photoimage.asp?fid=2011-2234&pim=0&pid=20143
http://g-kyoto.gis.pref.kyoto.lg.jp/g-kyoto/photo/photoimage.asp?fid=2010-2234&pim=0&pid=20142
http://g-kyoto.gis.pref.kyoto.lg.jp/g-kyoto/photo/photoimage.asp?fid=1944-2234&pim=0&pid=20033
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歴史遺産型美観地区 （祇園・清水寺周辺）

祇園・清水寺周辺地域は、八坂ノ塔（法観寺）、高台寺、建仁寺、八坂神社等の由
緒ある社寺建築物と産寧坂、二年坂の石段と折れ曲がった石畳の坂道、五条坂、
ちゃわん坂、清水坂（松原通）等の道に沿って立ち並ぶ江戸時代末期から昭和初期
にかけての京町家からなる町並みや周辺に集積する寺院の伽藍や土塀、沿道の石積
擁壁などにより、通りごとに特性が異なる景観が融合している。江戸時代から明治
時代にかけて建てられた京町家を残す産寧坂や大正時代に住宅地として開発された
石塀小路は、文化財保護法に基づく伝統的建造物群保存地区に指定し、歴史的風景
の保全に努める。こうした景観特性を継承することをこの地域の景観形成の基本方
針とする。
建築物は、それぞれに趣のある伝統的な店舗を構え、京町家の伝統を生かした趣

の異なる特性を呈している。このため、道路に面する３階以上の外壁面を、１階の
外壁面より十分に後退させることにより、２階建を基本とした京町家の町並み景観
との連続性を維持する。また、日本瓦ぶきの特定勾配の屋根とし、真壁造、格子戸
等の和風意匠を継承したデザインを取り入れることにより、京町家や社寺等が融和
する歴史的町並み景観に配慮した景観の整備を行う。さらに、数寄屋造や民家の様
式も適切に取り入れ、多様であるが統一感のある町並み景観を形成する。
様式も適切に取り入れ、多様であるが統一感のある町並み景観を形成する。

景観の特性と形成方針 （京都市景観計画 抜粋・要約）

1）神宮道の様子

11

2

円山公園の様子2）

4

5

【概況］

東山風致地区

地区全体として、東山連峰を構成する銀閣寺山や大文字山、如意ケ嶽、稲
荷山、深草、大日山、安祥寺山等の山並みや、吉田山等の緑が保全されて
いる。また、山科北東（毘沙門堂）の山地では、林業による植林等が施さ
れ、緑豊かな森林となっている。
各地域の山ろく部の社寺境内地の社寺林や参道の樹林、天智天皇陵等の緑
地、京都国立博物館、蹴上浄水場や深草墓園等の大規模敷地の樹木が、山
地部の森林と一体となって量感のある緑地空間を形成している。
屋敷周りの生垣や庭木、敷地規模が比較的大きい住宅地における生垣や庭
木等により、緑の豊かな地域環境となっている。

円山公園及び八坂神社一帯では、青蓮院や知恩院、八坂神社及び円山公園等の変化に富む要素
と東山山ろくの自然とが組み合わされて、京都の代表的景勝地となっている。これを取り巻く
形で、神宮道をはじめ、蹴上から粟田・華頂等の地区や三条通周辺等の散策道沿いでは趣のあ
る沿道景観が形成されているため、これらの沿道景観の保全に配慮する。また、この地域に点
在する大規模建築物は、景観特性上重要な構成要素であることから、建築デザインや外構デザ
イン及び植栽の水準のなお一層の向上を図る。さらに、下河原近辺は和風様式の飲食店や店舗
が多く、落ち着きのある和風空間が形成されているため、特に、周辺環境との調和に配慮する。

【良好な景観の形成に関する方針］
● 東山地区の歴史的環境及び自然的環境

地区全体としては、多くの社寺や名勝旧跡と一体となった自然的環境の維
持、その周辺の宅地の歴史的環境及び自然的環境の維持に重点を置く。ま
た、数多く点在する社寺の参道におけるそれぞれが特色を持った優れた風
致特性の保全、さらに、東山等の山を借景とする社寺や庭園も多く存在し、
これらの借景空間の保全を図る。

● 円山公園及び八坂神社一帯の趣のある沿道景観

岸辺型美観地区 （歴史的町並み－白川（岡崎・祇園））

岡崎公園南側から有済橋までの間の白川及びその沿道から構成されるこの地域は、
白川や疏水の水を多彩につかった水車業や友禅染などの生業が活発におこなわれた
地域であり、浅瀬のせせらぎと街路樹、一本橋（通称「行者橋」の石橋）及び河川
沿いに連担して立ち並ぶ伝統的な木造建築物とが一体となった、独特の情緒と風情
を醸しだす岸辺景観を形成している。また、東山を仰ぐ華頂道からは、知恩院の山
門や黒門をアイストップとして眺めることができる。こうした景観特性の継承を、
この地域の景観形成の基本とする。
このため、建築物は、深い軒を有する日本瓦ぶき等の勾配屋根を設けることや、

白川のせせらぎと調和するように、河川側の３階以上の壁面を１階の壁面より十分
に後退させて、白川への圧迫感を低減することなど、伝統的な木造建築物が連担す
る町並みと調和させることにより、良好な岸辺景観の保全、形成を図る。また、一
本橋南側の華頂道周辺の建築物については、知恩院の山門及び塔頭の土塀等との調
和に配慮した形態意匠とすることにより、歴史的な町並み景観の保全を図る。

1

5）

八坂神社南側の町並み3）

四条通の町並み4）

3

5) 6）

白川周辺の町並み

6）

6

【凡例】

視点場（境内）

近景デザイン保全区域

山ろく型美観地区

山並み背景型美観地区

岸辺型美観地区

旧市街地型美観地区

歴史遺産型美観地区 一般地区

沿道型美観地区

市街地型美観形成地区

沿道型美観形成地区

景観地区

重要界わい景観整備地域

歴史遺産型美観地区 歴史的景観保全修景地区

歴史遺産型美観地区 界わい景観整備地区

風致地区

風致地区第1種地域

風致地区第2種地域

風致地区第3種地域

風致地区第4種地域

風致地区第5種地域

風致特別修景地区

眺望景観保全区域
山ろく型建造物修景地区

山並み背景型建造物修景地区

岸辺型建造物修景地区

町並み型建造物修景地区

伝統的建造物群保存地区

歴史的風土保存地区

歴史的風土特別保存区域

建造物修景地区

その他

視点場（参道等）

※ 詳しくは、京都市景観情報共有システムを御確認ください。

神
宮
道

東
大
路
道

三条通

新橋通

新門前通
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1) 京都市 編. 史料 京都の歴史第10巻 東山区. 平凡社、 1987、 p.133、p.134
2) 同上、 p.135
3) 同上、 p.57
4) 千宗室・森谷尅久. 京都の大路小路.小学館、 1994、 p.256
5) 国立文化財機構奈良文化財研究所文化遺産部景観研究室 編 . 京都岡崎の文化的景観調査報告書.京都市文化市民局文化芸術都市推進室文化財保護課、 2013、 p.27
6) 同上、 p.19
7) 京都市 編. 史料 京都の歴史第10巻 東山区. 平凡社、 1987、 p.57
8) 同上、 p.57
9) 千宗室・森谷尅久. 京都の大路小路.小学館、 1994、 p.256
10) 京都市 編. 史料 京都の歴史第10巻 東山区. 平凡社、 1987、 p.135
11) 佐和 隆研 ほか編集. 京都大事典.淡交社、 1984、 p.206
12) 京都市 編. 史料 京都の歴史第10巻 東山区. 平凡社、 1987、 p.133、p.134
13) 同上、 p.57
14) 佐和 隆研 ほか編集. 京都大事典.淡交社、 1984、 p.206
15) 同上、 p.205
16) 国立文化財機構奈良文化財研究所文化遺産部景観研究室 編 . 京都岡崎の文化的景観調査報告書.京都市文化市民局文化芸術都市推進室文化財保護課、 2013、 p.19
17) 京都市 編. 史料 京都の歴史第10巻 東山区. 平凡社、 1987、 p.57
18) 国立文化財機構奈良文化財研究所文化遺産部景観研究室 編 . 京都岡崎の文化的景観調査報告書.京都市文化市民局文化芸術都市推進室文化財保護課、 2013、 p.27
19) 佐和 隆研 ほか編集. 京都大事典.淡交社、 1984、 p.865
20) 同上、 p.865
21) 国立文化財機構奈良文化財研究所文化遺産部景観研究室 編 . 京都岡崎の文化的景観調査報告書.京都市文化市民局文化芸術都市推進室文化財保護課、 2013、 p.40
22) 京都市 編. 史料 京都の歴史第10巻 東山区. 平凡社、 1987、 p.135
23) 千宗室・森谷尅久. 京都の大路小路.小学館、 1994、 p.256
24) 平凡社. 寺院神社大事典１ 京都・山城. 平凡社、 1997、 p.467
25) 同上、 p.689
26) 同上、 p.378-p.379
27) 同上、 p.495-p.496
28) 同上、 p.240
29) 同上、 p.865

（資料）

※ 最終更新日：２０２３年３月


